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笹
本　
「
狭
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」に
お
け
る
狭
山
市
の
人
口

の
将
来
予
測
と
目
標
人
口
、総

合
戦
略
の
基
本
目
標
は
。

緑
豊
か
で
環
境
と
共
生
す

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

中
村　

公
共
下
水
道
は
、33
年

度
ま
で
の
第
４
期
計
画
が
完
成

す
る
と
普
及
率
は
97
％
に
な
る
。

残
る
３
％
の
市
民
に
も
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
届
く
よ
う
に
す
べ
き

と
思
う
が
、生
活
排
水
処
理
計

画
の
見
直
し
は
。

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方
針
は
。

市
長　

誘
致
す
る
企
業
は
、進

出
希
望
企
業
の
情
報
を
豊
富
に

持
つ
業
務
代
行
者
か
ら
の
提
案

を
も
と
に
協
議
し
決
定
す
る
。

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
業
務

代
行
者
が
行
う
が
、区
域
外
の

汚
水
・
雨
水
管
へ
の
接
続
な
ど

は
市
が
行
う
予
定
。

活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

中
村　

観
光
化
で
き
る
地
域
資

源
と
は
。

市
長　

七
夕
ま
つ
り
な
ど
の
伝

統
行
事
や
航
空
祭
な
ど
の
ほ

か
、整
備
が
進
む
入
間
川
を
重

要
な
観
光
資
源
と
と
ら
え
、活

用
方
法
を
検
討
す
る
。

人
を
育
み
文
化
を
創
造
す

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

金
子　

学
校
の
規
模
と
配
置
の

適
正
化
は
、基
本
方
針
の
廃
止
も

含
め
検
討
す
る
の
か
。

市
長　

児
童
生
徒
数
な
ど
の
動

向
を
精
査
し
市
全
体
に
視
点
を

置
き
、地
域
の
状
況
な
ど
も
考
慮

し
、さ
ら
に
国
が
策
定
し
た
手
引

き
の
内
容
を
踏
ま
え
、28
年
度
に

見
直
し
を
完
了
さ
せ
る
予
定
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

齋
藤　

市
内
全
域
の
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

公
募
型
企
画
提
案
方
式

で
の
業
者
選
定
を
想
定
し
、準

備
を
進
め
て
い
る
。29
年
３
月

に
完
了
す
る
計
画
。

計
画
の
推
進
の
た
め
に

笹
本　

狭
山
市
で
も
４
月
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
始
ま
る

が
、返
礼
品
は
。

市
長　

狭
山
市
特
産
の
お
茶
や

里
芋
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
農
産

物
を
は
じ
め
、商
工
業
者
が
生

産
す
る
製
品
や
友
好
交
流
都
市

で
あ
る
新
潟
県
津
南
町
の
特
産

品
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

結
び
に

望
月　

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出

規
模
と
は
。

市
長　

財
政
調
整
基
金
に
頼
る

こ
と
の
な
い
予
算
規
模
が
理
想

と
考
え
て
お
り
、当
初
予
算
に

お
い
て
も
財
政
調
整
基
金
な
ど

の
繰
入
額
を
減
額
し
た
も
の
。

の
か
。生
活
保
護
費
３
億
７
千
万

円
の
減
額
で
十
分
な
対
応
が
で

き
る
の
か
。

市
長　

就
労
機
会
の
増
加
は
、有

効
求
人
倍
率
の
上
昇
、完
全
失
業

率
の
減
少
が
続
い
て
い
る
な
ど

の
経
済
指
標
か
ら
判
断
し
た
も

の
。生
活
保
護
費
は
、平
成
27
年

度
の
実
績
か
ら
、現
在
の
景
気
や

雇
用
環
境
が
悪
化
し
な
い
こ
と

を
前
提
に
見
込
ん
だ
も
の
。

市
長　

名
著「
職
業
と
し
て
の

政
治
」の
最
後
の
１
節
に
、『
政

治
と
は
情
熱
と
判
断
力
の
二
つ

を
駆
使
し
な
が
ら
、じ
わ
じ
わ

と
固
い
板
に
力
を
込
め
て
穴
を

く
り
抜
い
て
い
く
作
業
で
あ

る
』と
あ
る
。政
治
や
市
政
運
営

に
限
ら
ず
、も
の
ご
と
の
成
就

に
不
可
欠
な
条
件
は
、情
熱
を

い
か
に
燃
や
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
だ
と
思
う
。

狭
山
市
に
お
い
て
も
課
題
が
山

積
す
る
中
で
、そ
の
い
ず
れ
も

が
大
変
難
し
い
も
の
ば
か
り
だ

が
、こ
う
し
た
困
難
を
前
に
臆

す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
こ
そ
が
私
の
使
命
で
あ

り
、ま
さ
に
諸
課
題
の
解
決
を

担
う
一
人
と
な
る
決
意
と
覚
悟

を
表
し
た
言
葉
が
情
熱
一
番
で

あ
る
。

土
方　

３
期
の
議
員
経
験
の
後

に
市
長
に
就
任
し
た
が
、議
員

と
し
て
見
た
狭
山
と
市
長
と
し

て
見
る
狭
山
の
違
い
は
。

市
長　

住
民
の
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
、住
民
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
汗
を
流
す
こ
と
に
変
わ
り

な
い
が
、行
政
課
題
や
財
政
状

況
の
実
態
、さ
ら
に
は
組
織
と

職
員
意
識
な
ど
、総
体
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
大

き
な
違
い
と
感
じ
て
い
る
。

望
月　

生
活
保
護
関
連
の
支
出

は
、就
労
機
会
な
ど
の
増
を
考

慮
し
て
、前
年
度
比
２
・
８
％
減

と
の
こ
と
だ
が
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
就
労
機
会
が
増
え
た

市
長　

国
が
、人
口
減
少
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た

各
種
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整

備
を
今
後
10
年
で
ほ
ぼ
完
了
と

の
方
針
を
示
し
て
お
り
、そ
の

方
針
に
基
づ
き
見
直
す
。

幸
せ
に
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

齋
藤　

新
し
い
介
護
予
防・日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に

向
け
、地
域
の
力
を
生
か
し
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
と
は
。

市
長　

既
存
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
加
え
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

快
適
な
都
市
空
間
を
形
成

す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

土
方　

狭
山
工
業
団
地
拡
張
地

区
基
盤
整
備
事
業
で
は
、ど
の

よ
う
に
企
業
誘
致
を
実
施
し
て

い
く
の
か
。ま
た
、誘
致
に
必
要

市
長　

２
０
６
０
年
の
将
来
予

測
人
口
を
７
万
４
千
９
３
２

人
と
推
計
。目
標
人
口
は
、出

生
率
の
改
善
や
転
入
促
進
で
、

10
万
５
千
人
と
し
て
い
る
。総

合
戦
略
の
基
本
目
標
は
、「
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」「
新
し

い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」「
若
い

世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る
」「
時
代
に
合

っ
た
地
域
を
つ
く
り
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
」「
元
気
な
健
康
高

齢
社
会
を
つ
く
る
」の
５
つ
。

金
子　

市
政
運
営
に
お
い
て
、

「
情
熱
一
番
を
モ
ッ
ト
ー
に
」と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
提

供
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、地
域

の
社
会
資
源
に
よ
る
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
と
利
用
者
を
結
ぶ
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、地
域
が
連
携
し
て
高
齢
者

を
支
え
て
い
く
も
の
。

狭山の未来を守る
市政運営を

とりこぼしのない
市民サービスを

未来に誇れる
我がまち狭山を

行政の役割などを
市長に問う

命と暮らしを守る
地方自治を

どこまでも市民目
線で元気な狭山を

施政方針への質問に答える小谷野市長施政方針への質問に答える小谷野市長

創政会創政会
笹本 英輔議員笹本 英輔議員

創造創造
金子 広和議員金子 広和議員

新政みらい新政みらい
土方 隆司議員土方 隆司議員

日本共産党日本共産党
望月 高志議員望月 高志議員

はつらつはつらつ
中村 正義議員中村 正義議員

公明党公明党
齋藤　誠議員齋藤　誠議員
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策
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施
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平
成
平
成
2828
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度
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度  

予
算
案
の
総
括

予
算
案
の
総
括

平
成
平
成
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度  
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算
案
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要

予
算
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の
概
要

市長の施政方針市長の施政方針

各会派各会派 からから

　市長　市長 にに質問質問！！

　第１回定例会で、小谷野剛市長が　第１回定例会で、小谷野剛市長が 平成28年度の市政を運営していく平成28年度の市政を運営していく
ための基本的な考え方と重点施策のための基本的な考え方と重点施策の 概要を述べ、各会派の代表がそれぞ概要を述べ、各会派の代表がそれぞ
れ質問を行いました。れ質問を行いました。
　ここでは、各会派の代表の質問と　ここでは、各会派の代表の質問と 市長の答弁から、要旨を体系に沿っ市長の答弁から、要旨を体系に沿っ
てお知らせします。てお知らせします。
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３月定例会
２月24日～３月17日

主
な
議
案
審
議

◆
第
４
次
狭
山
市
総
合
計
画
基

　

本
構
想

平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま

で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
狭
山
市
の
基
本
構
想

《
賛
成
多
数（
16
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

こ
れ
ま
で
15
年
だ
っ
た
計

画
期
間
が
10
年
に
な
っ
た
の
は
。

Ａ　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
が

目
ま
ぐ
る
し
い
状
況
の
中
、的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
10
年

の
期
間
が
適
当
と
判
断
し
た
。

Ｑ　

将
来
的
な
合
併
を
視
野
に

入
れ
た
周
辺
自
治
体
と
の
連
携

推
進
と
は
。

Ａ　

今
す
ぐ
合
併
協
議
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
自
治
体
間
の
連
携
を

進
め
て
い
く
に
当
た
り
、実
務

に
踏
み
込
ん
だ
連
携
を
と
る
こ

と
を
示
し
た
も
の
。

反
対
討
論

日
本
共
産
党　
　

猪
股　

嘉
直

無
所
属　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

賛
成
討
論

公
明
党　
　
　
　

綿
貫　

伸
子

◆
難
病
患
者
福
祉
手
当
支
給
条

　

例
の
一
部
改
正

28
年
度
の
支
給
額
を
減
額
す

る
と
と
も
に
、同
条
例
を
28
年

度
末
に
廃
止
す
る
も
の

《
賛
成
多
数（
15
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
施

行
で
難
病
患
者
も
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、そ
の
概
要
と
実
績
は
。

Ａ　

サ
ー
ビ
ス
は
、居
宅
介
護
、

就
労
支
援
、短
期
入
所
な
ど
で
、

実
績
は
、居
宅
介
護
が
２
人
、就

労
継
続
支
援
が
１
人
、補
装
具

が
１
人
、日
常
生
活
用
具
２
人
。

Ｑ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
周

知
徹
底
が
大
事
だ
が
、状
況
は
。

Ａ　

施
行
時
に
広
報
紙
に
掲
載

し
た
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
常

時
掲
載
し
て
い
る
。ま
た
、難
病

患
者
福
祉
手
当
の
振
り
込
み
通

知
に
同
封
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

福
祉
の
充
実
と
は
。

Ａ　

介
護
等
給
付
、訓
練
等
給

付
、障
害
児
通
所
給
付
の
施
策

な
ど
の
充
実
を
図
り
た
い
。

反
対
討
論

無
所
属　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

減
免
規
定
に
特
別
な
事
由
の

あ
る
も
の
を
加
え
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

減
免
規
定
の
特
別
な
事
由

と
は
、ど
の
よ
う
な
方
が
対
象
か
。

Ａ　

国
民
健
康
保
険
法
第
59
条

に
規
定
さ
れ
る
給
付
制
限
を
受

け
る
世
帯
、生
活
保
護
法
に
基

づ
く
要
保
護
世
帯
と
同
等
の
生

活
状
態
に
あ
る
世
帯
、ま
た
は

生
活
保
護
法
以
外
の
扶
助
な
ど

で
生
活
を
し
て
い
る
世
帯
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

《
賛
成
多
数（
18
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
の
対
象
者
は
。ま

た
、申
請
方
法
と
申
請
期
間
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
の
う
ち
、28
年

度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
を

対
象
に
、一
人
３
万
円
を
支
給
。

対
象
者
に
は
、給
付
金
の
お
知

ら
せ
通
知
に
、申
請
書
と
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
４
月
上
旬
に

送
付
す
る
。７
月
29
日
ま
で
受

け
付
け
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
歳
出
４
４
４
億
８
千
万
円

《
賛
成
多
数（
16
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
象
経

費
の
う
ち
国
庫
負
担
の
割
合
は
。

Ａ　

割
合
は
約
28
％
、１
千
４
０

９
万
９
千
円
。市
の
負
担
は
３

千
５
６
２
万
５
千
円
と
な
る
。

Ｑ　

夢
を
か
な
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
の
内
容
は
。

Ａ　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達

が
自
ら
の
夢
を
企
画
・
提
案
し
、

行
政
や
地
域
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
夢
を
か
な
え
る
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
を
通
じ
、狭
山
市
に
対

す
る
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
さ
せ

る
も
の
。実
現
す
れ
ば
、よ
り
狭

山
市
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
運
用
業
務

代
行
委
託
料
の
内
容
は
。

Ａ　

代
行
委
託
料
の
６
７
５
万

円
の
う
ち
返
礼
の
品
相
当
分
は

３
９
０
万
円
を
予
定
。残
る
２

８
５
万
円
が
代
行
手
数
料
だ
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
が
あ

っ
て
初
め
て
費
用
が
発
生
す
る

た
め
、仮
に
申
請
が
な
け
れ
ば

予
算
の
執
行
は
な
い
。

Ｑ　

市
単
独
事
業
で
新
年
度
新

た
に
廃
止・
削
減・
中
止
と
な
っ

た
主
な
事
業
と
合
計
金
額
は
。

Ａ　

対
前
年
度
比
で
減
額
し
た

主
な
事
業
費
は
、１
２
９
事
業
、

４
億
８
千
５
２
１
万
２
千
円
と

な
る
。廃
止
・
中
止
の
単
独
事
業

は
、開
放
プ
ー
ル
等
管
理
事
業

費
、平
和
意
識
高
揚
事
業
費
な

ど
15
事
業
、２
億
６
千
11
万
８

千
円
と
な
っ
て
い
る（
※
）。

Ｑ　

新
年
度
の
新
規
事
業
の
項

目
と
金
額
は
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
、

学
校
給
食
事
業
費
中
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
調
理
用
備
品
購
入

費
な
ど
32
件
、１
億
９
千
４
２
８

万
２
千
円
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

28
年
度
は
、用
地
測
量
業

務
や
補
償
算
定
業
務
、土
地
評

価
業
務
な
ど
を
予
定
。29
年
度

以
降
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
用
地

取
得
に
着
手
す
る
予
定
で
、関

係
権
利
者
の
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、早
期
供
用
に

向
け
取
り
組
む
。

Ｑ　

笹
井
柏
原
線
と
菅
原
富
士

見
台
線
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

笹
井
柏
原
線
は
、権
利
者

の
調
査
や
路
線
測
量
業
務
な
ど

を
実
施
。菅
原
富
士
見
台
線
は
、

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、「
狭
山
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」や「
平
成

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、「
狭
山
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」や「
平
成
2828
年
度
予
算
」な
ど
、

年
度
予
算
」な
ど
、

3131
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
2121
人
の
議
員
で
採
決
し
、す
べ
て
の

人
の
議
員
で
採
決
し
、す
べ
て
の

議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

※狭山市は、例えば予防接
種事業費や入曽公民館更新
事業費、敬老事業費などの
事業費別で予算編成をして
いる。そのため、その事業費
の中身は需用費や委託料な
どの費目があり、事業費単
位では、これらの費目を含
めたものとなる。

基本構想の審査は連合審査会で実施基本構想の審査は連合審査会で実施

狭山市総合計画基本構想の審査概要
　基本構想の審査は、総務経済・文教厚生・建設環境の三
つの常任委員会が合同で審査する、連合審査会で行われ
ました。

【主な審査内容】
Ｑ　人口14万を維持していくための主要な施策は。
Ａ　 晩婚化対策や若い世代の定住促進、市外からの移住
促進が、人口減少を抑制する施策と考える。

Ｑ　 全国学力・学習状況調査は、全国平均値を上回る目標
設定だが、達成に向けた取り組み内容は。

Ａ　 中学生学習支援事業をはじめ、日々の授業の工夫改
善や夏休みの補習学習など。

Ｑ　自主防災組織連合体の方策やスケジュールは。
Ａ　 今後２年以内に、防災連絡協議会の設立に向け準備
を進めていく。

　　　※詳しい審査内容は、６月上旬から市議会ＨＰでご覧いただけます

市
政
の
今
後

市
政
の
今
後
1010
年
の
計
画

年
の
計
画

    
第
４
次
狭
山
市
総
合
計
画
基
本
構
想
が
決
ま
る

第
４
次
狭
山
市
総
合
計
画
基
本
構
想
が
決
ま
る

平
成
28
年
度　

一
般
会
計
予
算



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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１ 

内
線
３
３
１
３

議案質疑

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 7 ） （ 6 ）

◆基地があることの効果
①人口減少の抑制や地域消費の観点から、基地
がそれらに寄与することへの見解は。
②自衛隊は国の安全保障の観点から、災害時に
も国民の命を救う。基地とのかかわり、共存への
市民の理解が必要と考えるが見解は。
総合政策部長 ①自衛官が市内に居住すること
により現役世代の住民が確保され、税収の増加
や地域経済への影響、自衛官の地域活動への参
加が見込まれるなど、市の活性化につながるも
のと考えている。
市長 ②市民が基地と共存、安心して暮らせる生
活のため、防衛省の補助事業の推進などの対策
を講じていくとともに、情報提供を行い、市民へ
の理解を深めていきたい。

◆新たな要望の実現に向けて
　入間市と合同で基地に関する要望活動を行う
ことへの見解は。
市長 入間市は、隣接する最も連携が必要な自治
体であると認識し、基地に関する要望活動だけ
でなく、ほかの施策ともども今まで以上に連携
した対応を推進していきたい。

その他のテーマ

▶基地があることの効果
▶課題解決の新たな要望の形
▶安心安全と基地の存在意義

◆子育て支援の強化に向けた保育施設の充実
①保育所の提供体制の推移は。
②保育所の待機児童数の推移と対策は。
③学童保育室の待機児童数と対策は。
④学童保育室の預かり時間延長の予定は。
福祉こども部長 ①22年度が認可保育施設20か
所で総定員1,680名に対し、保育所の新設や定

員の拡大などで、27年度には29か所となり定
員は2,120名となった。
②22年４月の59人から、27年４月は21人と減
少傾向だったが、28年２月は114人となった。
29年４月に、市内２か所目となる認定こども園
を開園し、90名の定員拡大を予定している。
学校教育部長 ③各学童保育室の合計で、28年度
は71名になると見込まれる。28年度には入間川
小学童保育室の拡充を予定し、今後は空き教室
の活用や既存施設の拡充などを検討していく。
④長期休業中を含む月曜日から金曜日は、保育
終了時間を午後７時へ繰り延べ、長期休業中の
月曜日から金曜日の朝と休業日の土曜日の朝は、
保育開始時間を午前７時か午前７時30分へ繰
り上げるもの。本年７月より実施予定。

その他のテーマ

▶待機児童の解消に向けて
▶保育所と学童保育室の充実
▶仕事と子育ての両立支援

賛成討論（要旨）
　財源確保が難しい状況の中で、事業費の見
直しによるコスト削減や経常経費の削減に努
め、財源の効果的かつ効率的な活用により、第
４次総合計画前期基本計画の重点テーマにか
かわる事業費などが計上されている。市長の
情熱を感じる予算編成で、高く評価できる。
▶学童保育室の保育時間が延長し女性の活躍
推進にも有効 ▶中学生の学習支援事業が始
まり確かな学力の定着に ▶狭山市駅上諏訪
線の整備が、29年度供用開始に向け計画どお
り順調に進捗 ▶県産木材を使用した新狭山公
民館の建設工事が始まる ▶防犯灯をLED化
へと移行 ▶ふるさと納税制度がスタートし、
財源確保とシティープロモーションになる

整
備
手
法
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、関
係
権
利
者
の
意
向
把
握

な
ど
調
査
を
実
施
す
る
。

Ｑ　

学
校
開
放
プ
ー
ル
を
廃
止

し
た
理
由
は
。

Ａ　

利
用
者
の
減
少
の
ほ
か
、

プ
ー
ル
管
理
業
務
が
警
備
業
法

の
適
用
を
受
け
管
理
経
費
が
上

昇
し
て
い
る
た
め
、費
用
対
効

果
の
面
か
ら
廃
止
す
る
も
の
。

反
対
討
論

日
本
共
産
党　

大
沢　

え
み
子

無
所
属　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

賛
成
討
論

創
政
会　
　
　
　

三
浦　

和
也

Ａ　

均
等
割
額
が
３
７
０
円
減

で
４
万
２
千
70
円
、所
得
割
率

が
０
・
05
％
増
で
８
・
34
％
、賦

課
限
度
額
は
57
万
円
と
、変
更

し
て
い
な
い
。一
人
当
た
り
の

保
険
料
年
額
は
、改
定
前
と
比

べ
56
円
減
の
９
万
２
千
４
６
９

円
、軽
減
後
の
保
険
料
額
は
、同

時
に
実
施
さ
れ
た
均
等
割
軽
減

対
象
者
の
拡
大
で
、１
２
８
円

減
の
７
万
４
千
21
円
と
な
る
。

平
成
28
年
度

　
　

特
別
会
計
予
算

◆
狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整

　

理
事
業

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

28
年
度
で
東
口
区
画
整
理

の
ハ
ー
ド
事
業
は
終
わ
る
の
か
。

Ａ　

28
年
度
中
の
完
了
を
目
指

し
て
い
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療

Ｑ　

料
金
改
定
の
内
容
は
。

　

　

そ
の
他
の
議
案　

《
い
ず
れ
も
原
案
承
認
・
同
意
・
可
決
》

承
認（
専
決
処
分
）◆
狭
山
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正　

人
事
◆
副

市
長
の
選
任（
松
本
晴
夫
氏
）、教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命（
向
野
康

雄
氏
）、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任（
室
岡
和
俊
氏
）、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦（
磯
部
静
夫
氏
）　

条
例
◆
制
定
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
条
例
、行
政
不
服
審
査
に
関
す
る
条
例
、行
政
不
服
審

査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
、地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例　

◆
一
部
改

正
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
、図
書
館
設
置
条
例
、中
小
企
業
融
資
条
例
、建
築
審
査
会
条

例
、建
築
基
準
法
等
関
係
事
務
手
数
料
条
例
、一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例　

そ
の
他
◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更 
27
年

度
補
正
予
算
◆
一
般
会
計（
第
８
号
）　

◆
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険

（
第
２
号
）、介
護
保
険（
第
３
号
）、後
期
高
齢
者
医
療（
第
２
号
） 
28

年
度
予
算
◆
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険　

◆
事
業
会
計

水
道
事
業
、下
水
道
事
業

副市長
松 本 晴 夫

教育長
向 野 康 雄

反対討論（要旨）
　厳しい時代だからこそ、福祉施策の削減で
はなく、地方自治の本旨である「住民の福祉
の向上」に向け充実を求める。
　重要と思われる事業に予算をつけず、福祉
予算を次々にカットする予算案に反対する。
▶待機児童の解消に向けて保育所の増設を 
▶平和意識高揚事業の復活を ▶人口増、賑わ
いづくりに向け市民との対話を ▶福祉施策
の予算確保のため更なる事業費の精査を ▶
市長や特別職の給与や賞与を引き下げてから
福祉のカットを ▶補助金の適正な交付を ▶
新電力事業者（ＰＰＳ）の利用やＬＥＤ化の
推進など電気料金を安くする努力を ▶市有
の未利用地の売却を早く

救
助
活
動
に
使
用
さ
れ
た

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

ち
ゃ
っ
ぽ
保
育
室

子育て支援の充実について

航空自衛隊入間基地との共存

内藤　光雄（新政みらい）

土方　隆司（新政みらい）

◆平成28年度 一般会計予算
議案に賛成･反対します討 論



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
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会
事
務
局
に
ご
連
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く
だ
さ
い
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡３月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆母子健康手帳の交付を相談支援の機会に
　虐待の背景には、母親が、妊娠期から一人で悩
みを抱えていたり、産前産後の心身の不調など
がある。手帳の交付に保健師や助産師が携わり、
相談支援を行うことは、大変に重要と考えるが
見解は。
長寿健康部長 妊婦の身体面の負担軽減や利便
性などを考慮し、市民課や地区センターなどで
手帳の交付を行っているが、今後、手帳の交付時
にアンケートを実施し、保健師などによる妊娠
期からの相談支援につなげていく。

◆虐待を防ぐために
　リスク要因を抱える家庭を早期に発見し、保
健、福祉、教育の連携のもと、継続的な支援を行

うべきと考えるが見解は。
福祉こども部長 早期発見のため、総合子育て支
援センターなどでのスタッフとの会話や、乳幼児
健診時の面談での聴き取りなどが大変有効であ
る。早期に発見し、保健、福祉、教育などの関係部署
へつなげ、虐待に至る前にリスクの要因を把握し
摘み取ることができるよう継続的に支援を行う。

その他のテーマ

▶児童虐待のリスクを早期発見
▶子どもの人権を守る
▶マイナンバー制度と利便性

◆介護保険
　29年度から要支援１・２の方のヘルパー派遣
とデイサービスが総合事業に移行する。サービ
スから外れる人が出ない対策の準備は。
長寿健康部長 １次予防、２次予防の区分が廃
止されるので、２次予防事業対象者限定の元気
アップ教室ちゃきちゃき倶楽部は終了の見込み
だが、引き続き対象者を広げた短期集中通所型
サービスＣの実施を検討している。総合事業の
移行に向け、１次、２次の区別のない一般介護予
防事業として、地域で無理なく継続可能な仕組
みづくりに取り組んでいく。

◆生活支援
　高齢者宅へのごみの戸別収集は新規での利用

が受けられなくなっている。高齢者生活支援の
観点から事業を充実すべきだが、今後の対応は。
市長 現在の戸別収集は直営で、人的資源などに
課題がある。家事支援などの福祉サービスの利
用や地域での協力体制などを考慮しながら、委
託による有料化なども選択肢の一つとして検討
していく。

その他のテーマ

▶介護保険総合事業への準備
▶高齢者宅へのごみの戸別収集
▶困窮者支援と介護保険の連携

◆東中の跡利用は
　28年3月で東中は廃校となるが、跡利用は、地
域住民の意向が反映される施設となるのか。
市長 市の活性化に資する活用を想定し、具体的
な方法は今後の検討課題である。跡利用計画の
策定は地域の意見も伺いながら検討していく
が、全市的な見地からの検討も必要である。

◆狭山に活力を取り戻すには
　経済産業省の『ふるさと名物応援宣言』事業
など支援策を積極的に活用すべきと思うが、狭
山のまちと産業に活力をどう取り戻すのか。 
市長 活力を取り戻すには、産業活性化と雇用
創出とともに、新たな企業の誘致と、市内企業の
発展が必要と考える。そのためには、ふるさと名
物応援宣言をはじめ、国や県との交流を深め、情
報収集や補助金の活用、先進事例の研究や市内
企業者との協働を進めるほか、市民の生活、文化
や観光など多様な事業の推進に取り組みたい。
こうした観点から、来年度予算の中にはふるさ
と納税の返礼品なども盛り込んで、市内の事業
者にも積極的に制度を活用してもらい、新商品
などの開発を促している。

その他のテーマ

▶中学校統廃合
▶東中と狭山台中、中央中
▶狭山市の人口と産業

◆通学路の安全確保
　継続的な通学路の安全確保に向けてPDCAサ
イクルに基づく対策の検討、実施、効果把握、改
善、公表が行われているか。
学校教育部長 通学路点検で指摘された危険箇
所は、改善対策を講じて再点検、問題点の対策に
努める。通学路安全マップなどは、危険箇所情報
を加え更新し、安全が確保されれば危険箇所か
ら外している。マップの配布を各校に指示、ホー
ムページにも掲載し、関心を喚起している。

◆空家対策
　特定空家の現地調査と指導、勧告の推進に向
けた取り組みは。（特定空家は、居住がなく防犯
上、景観上や生活環境保全上放置できない家屋）

環境経済部長 戸建て住宅に調査を実施、空き
家と思われる家が500戸あった。３戸に措置を
求め、うち２戸は改善措置がとられた。調査結果
と水道の使用を突合、長期未使用の家屋の二次
調査を行い、管理不全の空き家は、特別措置法に
基づき対処するが、特定空家の基準、勧告の手続
など、必要な事項を定める事務を進めている。

その他のテーマ

▶車両の相互通行の確保
▶地震被害想定の見直し
▶28年度市内防犯灯のLED化

29年度時点での総合事業の実施見込み
【ヘルパー派遣】
①現行相当サービス…20か所
②Ａ型（無資格者による生活支援）…5か所
③Ｂ型（住民主体のボランティア）…未定
【デイサービス】
①現行相当サービス…30か所
②Ａ型（ＮＰＯなど）…7か所
③Ｂ型（市民ボランティア）…未定
＊Ｃ型（医療職による短期型）…1か所（整備目標）

空
き
家
問
題
の
解
決
を

東
中
に
掲
げ
ら
れ
た
懸
垂
幕

母
子
健
康
手
帳
と

マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

安全、安心な
街づくりのために

誰もが安心できる
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東中の跡利用は
地域住民の意向を反映すべき

虐待防止のために
あらゆる対策を講じて！

千葉　良秋（創政会）

金子　広和（創造）

大沢　えみ子（日本共産党）

綿貫　伸子（公明党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡３月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆防衛省の計画に見る仮称・自衛隊入間病院の
任務
　仮称・自衛隊入間病院が完成した時には、基地
への飛行機の離発着も増大し、市民への影響が
考えられるがどうか。
総合政策部長 Ｃ－２輸送機自体の運用が具体
的に明らかでないため、行政として答える状況

にはないが、今後も必要な情報を収集していく。

◆機上電波測定装置の設置機種変更と市民生活
　入間基地はＹＳ１１ＥＢで情報収集活動を行
っているが、新たにＣ－２輸送機での活動に変
更される。このことでの狭山市民への影響は。
総合政策部長 次期機上電波測定装置搭載機は、
老朽化したＹＳ１１ＥＢの後継機であるとのこ
とから、現行と同じような任務を行うものと推
測される。30年３月から１年間の試験評価飛行
が予定されているが、機種変更に伴う離着陸な
どで生活環境などへの影響に変化が見込まれ、
市民の安全、安心の観点から、引き続き防衛省を
はじめ関係機関に情報提供を求めるとともに、
市としても情報の収集に努める。

その他のテーマ

▶Ｃ－２輸送機と情報収集
▶国道299号で邦人輸送訓練実施
▶生活保護の緊急時対策を

◆入曽公民館更新事業の検討状況
　公民館の配置場所、今後のスケジュールはど
うなっているのか。また、地区センター施設と
しての研修室などの整備は考えているのか。
生涯学習部長 入曽公民館は、入間中学校跡地を
東西に分割した西側部分に配置する。地区セ
ンターの研修室などについては、入曽地区自治
会連合会から、複合的な施設の要望が出されて
いることにも配慮し、具体的な内容を検討して
いきたい。スケジュールは、28年度に接続道路
の拡幅用地の取得などを行うとともに、規模や
機能などを入曽公民館更新事業地元検討委員会
で検討し、その結果を踏まえ、市として更新事業
計画を策定する予定。29年度に設計、30･31年
度での工事を予定している。

◆入間中学校跡地利用
　入間中学校跡地利用計画は策定するのか。多
目的広場や公園などを整備する考えは。
総合政策部長 公民館用地以外の広場や公園な
どの跡地利用は現時点では白紙の状態である
が、行政課題の解決に資するような有効的な活
用を検討していきたい。

その他のテーマ

▶更新事業の検討状況
▶入間中跡地利用計画の策定を
▶女性や若い世代の意見反映を

◆児童虐待防止へ向けて
①３歳児虐待に対する反省は。
②虐待防止のための実効ある連携に向けた改善
点は。
③要保護児童対策地域協議会で虐待リスクのあ
る児童の情報を一元化・データベース化して共
有できないか。
福祉こども部長 ①情報共有のあり方、虐待リス
クの把握に課題があったと考える。27年６月
と７月の110番通報のうち、一方でも警察から
の出動情報の提供があれば、関係機関による多
角的なアプローチで、結果の変化に結びついた
のではないかと考える。また、健診未受診が続い
た事実に着目することが必要ではなかったかと
考える。

②一時保護などの職権を持つ児童相談所との情
報共有をさらに緊密にすることや、地域住民か
らの積極的な通報も必要なので、その啓発活動
も行っていく。
③庁内関係課と連携しているシステムを有効活
用し、情報の共有化と集積が図られるよう努め
ていく。

その他のテーマ

▶学力･学習状況調査の公表
▶徹底した温暖化防止CO2対策
▶住居支援は住居支援協議会で

その他のテーマ

▶地域公共交通協議会の設置
▶市内循環バスの広域的運行
▶読書の楽しさ伝える図書館運営

◆仮称「地域公共交通協議会」の設置を
　地域住民・自治会・交通事業者・警察・行政な
ど、関係者の代表が一堂に会しての協議会を立
ち上げるべきと考えるが、見解は。
市民部長 少子高齢化社会を迎え、高齢者の買い
物や通院など、交通手段の確保は重要と認識す
る。公共交通のあり方を議論する場は必要と考
えるので、協議できる体制づくりを検討する。

◆茶の花号の広域的運行は
　市内循環バスの市境を越えた広域的取り組み
が今後必要と考えるが、見解は。
市民部長 行政境を越えた運行で利便性向上も
想定されるが、近隣市の考えも総合的に検証す
る必要があるため、まず意向把握に努めていく。

◆シニアパスの本格実施は
　昨年度実施したシニアパスの社会実験につい
て、今後本格実施に向けての取り組みは。
総合政策部長 鉄道事業者から、さらに多くの
意識調査が必要との意向があり、27年11月に
ダイア４市民の調査を実施。結果を踏まえ協議
を進めるが、実施の判断には時間が必要となる。
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虐待死を起こさない決意を

地域公共交通の充実で、
市民の移動手段確保

新しい入曽公民館の建設を
心から期待する

齋藤　誠（公明党）

入間基地の動向と
市民の暮らし

猪股　嘉直（日本共産党）

三浦　和也（創政会）

高橋ブラクソン久美子（無所属）



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡３月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆公共工事設計労務単価
①毎年上がる公共工事設計労務単価への考えは。
②設計労務単価が上がる前に締結済みの案件へ
の新単価の適用は。
総務部長 ①公共工事設計労務単価は、最新単価
による契約を原則としている。
②新労務単価は、28年２月１日以降の契約のう

ち、１月までの旧労務単価で積算されたものに
適用する。また、２月１日以降に変更協議され、
条件を満たすものにも適用していく。

◆入札参加資格
　入札参加資格の実績条件において、弾力的な
運用とは。
総務部長 工事規模に応じた入札参加対象業者
確保のため、実績条件緩和などで運用している。

◆法定福利費
　法定福利費の別枠請求の考えは。
総務部長 これまでと同様、工事請負契約の受
注者に、法定福利費の記入枠のある見積書を活
用することを依頼していきたい。

その他のテーマ

▶実勢価格を反映した積算を
▶法定福利費の確保を求める
▶水野地域の浸水被害の軽減を

◆介護人材の確保・定着に向けて
①介護施設での勤務を前提に移住定住を支援、
すなわち住宅費や子どもの養育費を支援する移
住定住促進を継続的に行うことへの見解は。
②潜在介護職員の復職を支援する体制を整備す
ることへの見解は。
③必要な介護サービスを確保するということ
は、同じように介護サービスを支える人材を確
保することだと考えるが。
総合政策部長 ①介護人材需要が高まり、この
施策には人口減少抑制の効果も見込まれる。先
進市の状況を確認し、総合戦略である市内への
移住定住促進策を具体化する中で検討したい。
長寿健康部長 ②潜在介護職員の復職支援は、人
材不足の解消に向けた効果的な取り組みと考え

る。現在、狭山市では支援は行っていないが、27
年度から埼玉県で復職支援事業を実施している
ので、周知と利用の促進を図っていく。
③人材確保は、介護施設全体の喫緊の課題と認
識し、第６期介護保険事業計画に基づく新規開
設事業者の選定は、人材確保の取り組みを審査
の重点項目としている。

その他のテーマ

▶介護人材の確保は喫緊の課題
▶福祉教育の充実
▶ダブルケア対策・支援

◆子ども達が狭山に戻ってくるために
①子ども達が大人になって「狭山に戻ってきた
くなるような取り組み」についての考えは。
②このため、実施していくべき施策をどのよう
に考えるか。
総合政策部長 ①28年度の新規事業としてスタ
ートする「夢をかなえるプロジェクト」は、子ど
も達が自らの夢を企画・提案し、行政や地域の支
援を受けながらかなえていくプロセスを通じて
充実感や達成感を感じてもらい、健やかな成長
を支援するもの。市民活動団体などとの協働に
より、希薄化する世代間交流や地域間交流につ
なぎ、狭山市への誇りと愛着を醸成する事業で
ある。子どものころのわくわくした体験は忘れ
がたいものなので、こうした体験を重ねること

で狭山市への思いを持ち続けることにつなげて
いきたい。
市長 ②一度転出した子ども達に戻ってきても
らうためには、生活や地域の支えとなる産業の
活性化や雇用の創出、子育て支援の充実、都市機
能の向上など、狭山市の魅力を一層向上させて
いくことが必要と考えている。

その他のテーマ

▶人口増減の状況は
▶地域の居場所づくり
▶「子ども食堂」の取り組み

◆狭山日高ICと狭山PAを活用したまちづくり
　パーキングエリアの利用状況と、規模拡大な
どに向けた取り組みは。
総合政策部長 圏央道が各高速道路とつなが
り、４月から料金も引き下げられることから、狭
山日高ICや狭山PAの利用者が増加するものと
考えている。パーキングエリアの規模拡大は、す

でに管理運営会社により駐車スペースの拡張や
小型車駐車エリアの増設が行われており、29年
１月には、障害者用エリアの改良工事や大型・小
型車の兼用エリアの設置も計画されている。拡
大は管理運営会社が判断するものだが、シティ
ーセールスの視点から、狭山市のPRにも効果が
見込まれるため、駐車スペースや施設の拡張を
管理運営会社へ働きかけることを検討する。

◆子どもの命を守るまちづくり宣言と協定を
　市民の命を守るための協定を県警などと締結
する考えは。
福祉こども部長 児童虐待に関し、児童相談所、
警察、市の三者で情報共有のあり方などについ
て現在協議を進めている。

その他のテーマ

▶虐待事件の教訓をどう生かす
▶夢ある花火大会の企画運営を
▶稲荷山の花まつりを立ち上げる

誰
で
も
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
づ
く
り
を
！

混
雑
す
る

狭
山
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

建設産業の
担い手不足の改善を！

地域社会を担う人材の育成を

地域の居場所づくり
青少年の居場所づくり

加賀谷　勉（公明党）

圏央道狭山パーキングエリアの
施設拡大を

太田　博希（創造）

望月　高志（日本共産党）笹本　英輔（創政会）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡３月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆テロ対策訓練の実施は
　狭山市駅が東京五輪のゴルフ競技の輸送拠点
として想定されていることは、当市の活性化の
見地から大変素晴らしいことであるが、国際イ
ベントには、テロのリスクが懸念され、対策が必
要である。かねてより指摘しているが、あらため
てテロ対策訓練の実施状況は。

市民部長 毎年８月の総合防災訓練で、国民保
護訓練に共通した安否確認や応急救護訓練を行
っている。2020年に東京五輪・パラリンピック
などを控え、武力攻撃を想定した訓練の実施は
必要と考える。他市を参考に来年度の実施に向
け、関係機関などと調整を進めていく。

◆学校安全の認証制度を市の魅力に
　文科省が推進しているセーフティプロモーシ
ョンスクール（学校安全の認証制度）を取得し、
実証的な学校安全の取組みを進め、学校安全を
市のセールスポイントとしては。
総合政策部長 市の魅力の一つになりうると考
え、今後シティープロモーション活動を推進す
る中で、教育委員会と連携を図り検討していく。

その他のテーマ

▶東京五輪におけるテロ対策
▶学校安全に客観的な基準を
▶防災の知識を深める学習

◆商店街の機能とまちの明るさ
①駅前の商店街が存続するうえで必要なのは。
②商店街には点灯していない街路灯もあるが、
まちの明るさについて安全面の考慮は。
環境経済部長 ①買い物だけでなく、見守りを含
む地域コミュニティの場としての機能があり、
生活するうえで重要な要素と認識している。

市民部長 ②夜間の犯罪抑止だけでなく、店舗の
明かりや周辺環境を考慮しバランスよく配置す
ることは重要と考える。夜間、歩行者が危険と感
じられる箇所は、自治会から設置要望を受け、現
場を確認して適正な箇所に防犯灯を設置しなが
ら、明るさの確保に努めている。

◆公共施設のトイレ事情
　学校のトイレの洋式化はなぜ遅いのか。
生涯学習部長 学校施設の改修は、安全確保のた
め、耐震化工事を最優先に実施し、学習環境の向
上のための除湿温度保持工事も計画的に実施し
てきたために遅くなっている。学校施設の長寿
命化を念頭に、今後、トイレの洋式化についても
財政状況を見ながら実施していきたい。

その他のテーマ

▶買い物難民を生まないために
▶リサイクルで新たな仕事を
▶ごみ発電などの活用は

◆元気プラザの安全確保について！
　市民部次長兼協働自治推進課長は、元気プラ
ザに非常駐であるが、同所長も兼ね自衛消防隊
隊長でもある。災害時の指揮命令系統が機能す
るか心配である。専任の担当課長と職員を配置
すべきではないか。
市長 さやま市民大学開設に併せて26年４月か
ら事業運営をＮＰＯ法人に委託し、施設管理担
当職員１名を配置している。施設全体の利用者
も増えているため、今後の状況や職員の定員適
正化も踏まえ、28年度中に検討していきたい。

◆道路インフラ整備で地域の活性化を！
　市道幹第34号線（新狭山公園東側の道路）延
伸事業は商工業の発展、農業の６次産業化など

新たな事業展開が期待できると思うが、見解は。
環境経済部長 市道幹第34号線延伸整備は、６
次産業化商品の直売所など沿道サービスの展開
が期待されるが、道路整備で農地が分断された
り区画が不整形になるなど、農業経営への影響
も予想される。農家の意向を十分に尊重するこ
とが重要なので、庁内で協議していく。

その他のテーマ

▶災害時マニュアル早期作成を
▶市長の裁量権で使用許可を
▶C８号線の速やかな進捗を

◆３歳女児死亡事件と児童虐待
①３歳の女の子がたびたび号泣し、住民からの
繰り返しての通報が、なぜ、児童福祉のネットに
かからなかったのか。狭山警察署が通報で女児
宅を訪問後、狭山市か所沢児童相談所に連絡が
あってしかるべきと考えるが。
②未受診が継続していることへの市としての認
識、指導はどのようなものだったのか。
市長 ①通常は要保護児童対策地域協議会で児
童相談所や警察などの機関と連携し情報共有が
行われるが、今回は警察の判断で市に情報提供
がなく、仮に情報提供されていたら相談支援に
つながる可能性もあったのではと考える。現在、
児童相談所・警察・市で情報提供のあり方の協議
を進めており、一層の情報共有を図っていく。

長寿健康部長 ②未受診理由が「忙しさ」「車がな
く行きづらい」で、親としての意識が低い家庭と
認識していたが、祖母と同居し生活全般の支援
を受けていたことや子ども達の正常な発育状況
から、訪問時点では養育に問題はないと判断し
ていた。発育発達の情報提供や受診勧奨を、訪問
や予防接種時に繰り返し指導していた。

その他のテーマ

▶ふるさと納税
▶入曽駅前整備

STOP児童虐待!!
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に
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で
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す

入間野中学校入間野中学校

市民交流センター市民交流センター

駅前商店街の機能を考え
まちに明るさを！

矢馳　一郎（創造）

何かが起きることを
前提とした危機管理

元気プラザを安心して
活用するために！

中村　正義（はつらつ）

すべての児童が
健全に成長できる狭山に

大島　政教（はつらつ） 西塚　和音（創造）
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『withwith  ゆぅ  市議会  ゆぅ  市議会』

　　２２８年度は８年度は

　　　５月下旬ごろから放送　５月下旬ごろから放送しますします

ぜひご覧ください

委 員 長
副委員長
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委 員
委 員
委 員
委 員

笹 本 　 英 輔
綿 貫 　 伸 子
高 橋ブラクソン

久 美 子
西 塚 　 和 音
内 藤 　 光 雄
三 浦 　 和 也
太 田 　 博 希
大 沢 え み 子
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　総務経済委員会では、狭山市の防災状況を確認するために、市内の
急傾斜地や防災倉庫などを視察しました。県外行政視察では、狭山市
と同じ茶どころ静岡県島田市を視察しました。①広瀬の大型備蓄倉
庫の状況確認 ②市役所に設置の小型備蓄倉庫にはソーラー発電も 
③入間基地北側の急傾斜地 ④島田市お茶の郷博物館での茶業振興

パソコンでスマートフォンで！

狭山市議会の狭山市議会の
インターネット録画配信

狭山市議会 検索

　狭山市議会のホームページから、
　　⇒右側の動画配信ボタンをクリック
　　⇒左側の配信メニューを選択
 ・「録画配信」…定例会のようす
 ・「withゆぅ市議会」…第1回から
 ・「お役立ち動画」…救急・救命
 （AEDの使い方、のどに異物が
  詰まったときの対処など）

　２月16日、『議員が提案する政策条例のポイ
ント』と題し、一般財団法人地域開発研究所の
牧瀬稔氏を講師に迎え、議員研修会が行われ
ました。
　議員が提案する政策条例について、豊富な
具体例を交えて分かりやすく解説いただき、
とても有意義な研修となりました。

　東中学校が、
54年間の歴史
に幕を閉じま
した。３月５
日には閉校式
が行われ、議
長が出席して
います。

議員研修会を開催

　議員力を磨いて市政に

さやま議会だよりの点字版は
市役所･図書館などで閲覧できます

６月定例会の予定６月定例会の予定
６月６日(月)　開会、議案説明
　　８日(水)　議案質疑
　　９日(木)～13日(月)　一般質問
　　14日(火) ･ 15日(水)　常任委員会
　　22日(水)　委員長報告、採決、閉会

表紙の写真 （総務経済委員会の活動）

市 議 会 の 活 動
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